
今後の国土の幹線となる道路に関する制度等のあり方について 

（回答様式） 
 

 

【アンケートの対象とする道路】 

以下のアンケートのうち、 

・１については、高速道路会社の管理する高速道路についてお答え下さい。 

・２、３、４については、高速自動車国道をはじめとした国土の幹線となる道路（直轄国道を含む：以下

「国土幹線道路」とする）についてお答え下さい。 

 

 

注）文中で【別紙○】とあるのは、別紙参考資料を指します。回答の参考にして下さい。 

注）文中で【資料○ p○】とあるのは、第１回国土幹線道路部会（平成 24年 11月 20日）の配付資料

を指します。下記 URL よりダウンロードし、回答の参考にして下さい。 

    http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/road01_sg_000115.html 

 

自治体名      都道府県  前橋市 市町村 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．今後のネットワークのあり方 

  
  高速道路のネットワークのあり方については、「中間とりまとめ」において、 

 

 ○明確なプライオリティに基づく戦略的整備 ～最優先で取り組む２本柱～ 

１）「日本経済を牽引する拠点地域」として大都市・ブロック中心都市におけるネットワークの緊

急強化 

①環状道路など抜本的対策の加速 

②ボトルネック箇所への集中的対策 

③運用改善等の工夫 

 

２）「繋げてこそのネットワーク」を改めて認識し脆弱な地域の耐災性を高め、国土を保全する

ネットワーク機能の早期確保 

①走行性の高い国道の活用や完成２車線の採用 

②簡易 IC の増設 

③防災機能の付加 

 

 とされているところです。        【別紙６，７－１，７－２，７－３】【資料３ p3～8】 

 

 

問 ３ 今後の国土幹線道路のネットワークのあり方について、どのようにお考えになります 

 

高規格幹線道路や地域高規格道路のネットワークの強化は、災害時におけるバックア

ップ機能として極めて重要である。高速道路の結節点である IC 及びスマート IC の箇
所が限られている中で、今後、その増設による機能強化が必要であり、特に、建設コス

トの小さい簡易 IC（スマート IC）の整備効果は非常に高いものと考える。このことか
ら、昨年度に東日本大震災の影響で縮小された高速道路利便増進事業の枠の拡大を望む

ところである。 
 


